
株式会社フォーシーズホールディングス

～ＩＲ説明会～

２０１6年７月８日

代表取締役社長 洲崎 智広代表取締役社長 洲崎 智広

（証券コード ： 3726）
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≪経営理念≫≪経営理念≫
『はずむライフスタイルを提供し、人々を幸せにする』

≪市場変更≫
東証マザーズ上場10年を迎え、東証二部に市場変更

≪商号変更≫
『フォ シ ズホ ルディングス』 変更『フォーシーズホールディングス』へ変更

Investor Relations
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【 会 社 名 】 株式会社 フォーシーズホールディングス

【 設 立 】 年 月【 設 立 】 2003年12月5日

【 事 業 内 容 】
・コミュニケーション・セールス事業
・化粧品卸事業【 事 業 内 容 】 ・化粧品卸事業
・カラーコンタクトレンズ事業

【 本 店 所 在 地 】 福岡県福岡市中央区薬院1 1 1【 本 店 所 在 地 】 福岡県福岡市中央区薬院1-1-1

【 代 表 者 】 代表取締役 洲崎 智広

【 資 本 金 】 億 万円【 資 本 金 】 8億8,278万円

【 決 算 期 】 9月30日

【 株 式 上 場 】 東京証券取引所 市場第二部 （証券コード：3726）

【従業員数(連結)】 110名 (2016年３月31日時点)
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フォーシーズホールディングスフォ シ ズホ ルディングス

クレイトン・
ダイナミクス

フェヴリナ Ｃｕｒｅ
サイエンス
ボーテ

プランＡ

コミュニケーション・セールス事業
化粧品・健康食品に係る

通信販売

カラーコンタクトレンズ
事業

化粧品卸事業
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グル プ会社の概要グループ会社の概要
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株式会社 フェヴリナ株式会社 フェヴリナ
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【 会 社 名 】 株式会社 フェヴリナ

【 本 店 所 在 地 】 福岡県福岡市中央区薬院1-1-1

【 代 表 者 】 代表取締役 神代 亜紀【 代 表 者 】 代表取締役 神代 亜紀

【 事 業 内 容 】 化粧品及び健康食品の通信販売業
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カスタマーフレンドによる
お客様ひとりひとりに合 た
カスタマーフレンドによる

お客様ひとりひとりに合 た フェヴリナお客様ひとりひとりに合った
カウンセリングの実施

お客様ひとりひとりに合った
カウンセリングの実施

フェヴリナ

カウンセリングによる
お客様ひとりひとりに合った
商品や使い方をご提案

お客様

本社に併設されているため本社に併設されているため
お客様への迅速な対応が可能

お客様ひとりひとりの
専属カスタマーフレンド

お客様からのお声を活かした
よりよいサービスの提供

定期的な情報発信

お肌のお悩み、お手入れ方法、トラブル対応など
様々なご相談を専属スタッフが責任もって対応します！
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高品質の商品展開
クオリティ
（大）

～お客様の素肌をキレイにしてさしあげる～
「無添加」にこだわる安全で安心。
「ナノテクノロジー」を採用した高品質の商品

当社
大手

ブランド
(百貨店)

をご提供。

価格（高）(低) 価格（高）

格安
ブランド

(ドラッグストア)

ナノ化され、お肌の
奥深くまで浸透する

「プラチナムリッチシリーズ」

（小
）

(ドラッグストア)

大ヒット商品
「炭酸ジェルパック」
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業績予想(フェヴリナ単体）
（単位：百万円）

今後の施策

平成28年
9月期

平成29年
9月期

平成30年
9月期

売上高 857 1 300 1 800

より多くの顧客を獲得する
ための施策

✓セカンドブランドの立ち上げ売上高 857 1,300 1,800

営業利益 67 100 200

✓セカンドブランドの立ち上げ

ターゲット層をより広くするため、
従来のブランドに加え、価格帯
やターゲットを変えたセカンドブ

主なポイント

やタ ゲットを変えたセカンドブ
ランドを確立する。

✓販路の拡大
✓売上高・利益
３年後には売上18億円、営業利益２億円を
達成！

販路の拡大
店舗展開の検討や、WEB・スマ
ホ対応を強化し販路を拡大。

✓攻めの経営へ

広告宣伝などを積極的に行い、新規顧客を

✓新規顧客の獲得
グループ会社のノウハウを
最大限活用する。

獲得し、攻めの経営を行う。
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サイエンスボーテサイ ン ボ テ
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【 会 社 名 】 株式会社 サイエンスボーテ

【 本 店 所 在 地 】 福岡県福岡市中央区大名2-8-18

【 代 表 者 】 代表取締役 大坂 浩幸【 代 表 者 】 代表取締役 大坂 浩幸

【 事 業 内 容 】 化粧品の通信販売業
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業績予想(サイエンスボーテ単体）

（単位：百万円）

今後の施策

平成28年
9月期

平成29年
9月期

平成30年
9月期

（単位：百万円）

顧客の育成・創造と成長力の
ある高収益構造を築くために

グ 実施
売上高 938 1,400 2,000

営業利益 53 100 160

✓One to Oneマーケティングの実施

ここ数年の傾向として、好きな商品を自
分に合ったタイミングと決済手法で買うと
いうお客様の購買傾向の変化が顕著です。

営業利益 53 100 160

主なポイント

個人の多様な購買傾向に対応するため
に、コンタクト手段であるDM・WEB・TELが
うまく連動したOne to Oneマーケティング
による新たな 構築が必要 す

✓利益の拡大
新規顧客の獲得は戦略的、かつ、順調に推移しています。

新規顧客に対し、早いタイミングで、まとめて販売することで収益構

による新たなCRMの構築が必要です。

今後、再購入のタイミング・選択商品・決
済方法・購入媒体などを細分化・分析を進

極 広告 をなく 広告 適
新規顧客に対し、早 タイミングで、まとめて販売する とで収益構
造が改善・良化します。

✓WEB部門の強化
WEB部門の売上は全体の売上の数％です。

め、極めて広告ロスをなくし、広告の最適
化とハイレスポンスの実現を目指します。

WEB部門を強化することで、増収増益をより確実なものにいたします。
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Ｃｕｒｅ
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【 会 社 名 】 株式会社 Ｃｕｒｅ

【 本 店 所 在 地 】 東京都杉並区阿佐谷南3-37-13

【 代 表 者 】 代表取締役 梯 英雄【 代 表 者 】 代表取締役 梯 英雄

【 事 業 内 容 】 化粧品の卸売販売業
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ナチュラルアクアジェル Cure Cure バスタイム

一店舗で月間30本売り上げればヒット商品
と呼ばれるなか、月間1,700本売上を記録。

10年以上たった今でもお客様に愛され続け

ヒマラヤ山脈に眠る3億年前の岩塩を使用。

現地では古くから薬としても使われており、10年以上たった今でもお客様に愛され続け
ています。

「奇跡の岩塩」と呼ばれています。

口コミだけでここまで売れました！！口コミだけでここまで売れました！！
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一般的な卸売業

メーカー 卸店 小売店 消費者

般的な卸売業

Ｃｕｒｅは
小売店へ直接提案！！

小売店の底上げ インバウンド対策

・東京オリンピックに向け、・売上が伸び悩む店舗・ノベルティ企画や限定品の

定期的な企画提案

東京オリ ック 向け、
海外のお客様も増えてい
く中、インバウンド需要も
増加傾向にあり。

売上が伸び悩む店舗
への直接提案。

・Ｃｕｒｅバスタイムを未導
入企業へのアプローチ。

ノ ルティ企画や限定品の
販売企画提案を増やす。

・新製品発売
（スキンケア製品など） 入企業へのアプロ チ。（スキンケア製品など）
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小売店舗との連携小売店舗との連携

全国の小売店舗と密に連携し、それぞれ
の店舗ごとにアドバイスを行う。の店舗ごとにアドバイスを行う。
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業績予想(Cure単体）
（単位：百万円）

今後の施策

平成28年 平成29年 平成30年
新製品の販売

✓ナチュラルアクアジェルＣｕｒｅ

平成28年
9月期

平成29年
9月期

平成30年
9月期

売上高 626 720 1,000 ✓ナチュラルアクアジェルＣｕｒｅ

ミニボトル（お試しタイプ）の限定販
売を行うことで、より広いターゲット
層へのアプローチ等、多くのユー

売上高 626 720 1,000

営業利益 200 85 100

主なポイント

ザーを取り込む施策を取り入れ売
上を拡大する。

✓Ｃｕｒｅ バスタイム

現在の分包タイプと異なるボトルタイ
プを販売する等、リピーターである消
費者への拡販を目指す。

✓売上の拡充
現在5,000店舗以上ある取扱店をさらに開
拓することで売上を拡大する！

✓新アイテム

スキンケアの新製品を販売すること
により、相乗効果を狙う。

拓する 売 を拡大する

✓WEB販売へ強化
市場で高い評価を受けるCureのブランド力
を活かし WEB販売の売上を拡大するを活かし、WEB販売の売上を拡大する。
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クレイトン・ダイナミクスク イ ン ダイナ ク
プランＡ
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【 会 社 名 】 クレイトン・ダイナミクス株式会社
株式会社プランＡ株式会社プランＡ

【 本 店 所 在 地 】 福岡県福岡市中央区天神2-8-41

【 代 表 者 】 代表取締役 梯 英雄【 代 表 者 】 代表取締役 梯 英雄

【 事 業 内 容 】 カラーコンタクトレンズの製造及び販売業
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→カラコンや化粧品
のＯＥＭを展開のＯ を展開

→ 大手小売店への卸販売や
インターネット販売を利用した個人向け販売

Investor Relations
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手軽♪安心♪オシャレ♪
カラコンのイメージ

現 在

カラコンのイメ ジ

以 前

機能性に加え「安全性」「ファッション性」が高まり

Investor Relations
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業績予想(クレイトン・ダイナミクス）
（単位：百万円）

今後の施策

平成28年
9月期

平成29年
9月期

平成30年
9月期

売上高

利益率向上のために

自社 ズ売上高 1,860 2,300 3,000

営業利益 △15 180 220

✓自社承認レンズ

既存商品を、自社承認の製品供給
に切り替えることで、原価をおさえる。

主なポイント ✓販路を拡大

主流となったインターネットを利用
した販売を強化することで 利益率

✓粗利率の向上
３年後には粗利率10％アップを達成する。

✓付加価値商品の供給

した販売を強化することで、利益率
の高い売上をアップさせる。

✓自社商品の開発

自社で商品を企画開発することで付加価値商品の供給
カラコンと親和性の高い美容商品の開発を手掛けること
で、カラコンに付加価値を供給し、消費者の満足度を高め
需要を増加させる。

自社で商品を企画開発することで、
取扱い商品のラインナップを拡大
する。

※平成28年9月期第2四半期に貸倒引当金84百万計上。
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中期事業計画中期事業計画
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ビジョンビジョン

≪3年後≫≪3年後≫
営業利益 ６億円営業利益 ６億円
時価総額 100億円時価総額 100億円

≪5年後≫≪5年後≫
東証１部上場東証１部上場
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① シナジーを活かした営業戦略

今後の取組み

① シナジ を活かした営業戦略
➢グループ会社間でノウハウを共有する。
➢早期にシナジーを発揮させるための体制を構築する。
➢シナジーを活かした共同企画の実施➢シナジ を活かした共同企画の実施。

② Ｍ＆Ａの積極活用
➢上場企業としての強みを活かし スピード感をもった成長戦略の手法の➢上場企業としての強みを活かし、スピード感をもった成長戦略の手法の

一つとして、Ｍ＆Ａを活用する。

③ 上場会社としての機能強化③ 上場会社としての機能強化
➢子会社の増加に対応できる管理部門の体制を強化し、

ＩＲ活動等を積極的に行うなど企業価値の向上を図ります。

④ 早期の復配
➢今後の更なる成長に必要な内部留保を確保したうえで、３年後の復配を

実現します。
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＜参考＞

第２四半期連結決算
（単位：百万円）

施策ハイライト

当期2Ｑ
（業績予想）

当期2Ｑ
（実績）

＜参考＞

前期2Ｑ
（実績）

売上高 2 000 2 483 869

✓コミュニケーション・セールス事業
季節に応じた新商品を導入し、積極的な
マーケティングを実施。売上高 2,000 2,483 869

営業利益 17 132 △21

ケ ィ グを実施。

売上高902,533千円
セグメント利益64,451千円

✓化粧品卸事業

主なポイント

✓売上高の増加

✓化粧品卸事業
角質ケアの商品として市場でも高い評価
を受け、販売小売店が増加。

売上高300,216千円
セグメ ト利益 千円✓売上高の増加

子会社クレイトン・ダイナミクスにおいて、取扱商品の増加
や取引先が増加。子会社Ｃｕｒｅにおいて、同社の商品を
販売する小売店が増加。

セグメント利益109,196千円

✓カラーコンタクトレンズ事業
取扱商品や卸先の増加で売上を伸ばす

✓営業利益の増加
売上高の増加に加え、各子会社にて予定していたイン
ターネットを中心とした積極的な宣伝広告が、テストマー
ケテ グの実施段階であり 見込んでいた費用が発生し

取扱商品や卸先 増加 売 を伸ばす
も、一部の取引先の債権に対し貸倒引
当金繰入額を計上。

売上高1,281,180千円
セグメント損失41 624千円ケティングの実施段階であり、見込んでいた費用が発生し

ていない。

セグメント損失41,624千円
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業績予想 セグメント別の業績
業績は回復基調

７期ぶりの最高益を更新！！

平成30年には
売上８２％ＵＰ！
営業利益１７９％ＵＰ！

600

800

7,000 

8,000 

Ｈ26.03 ㈱ソフトエナジーホールディングス
全株式を売却へ

Ｈ26 06 ㈱サイエンスボーテを子会社へ

７期ぶりの最高益を更新！！
（2016.6.14業績を上方修正）

200

400

4 000

5,000 

6,000 
Ｈ26.06 ㈱サイエンスボ テを子会社へ

Ｈ25.10 ㈱ソフトエナジー
ホールディングスを子会社へ
同社を持分適用会社

Ｈ27.07 ㈱Ｃｕｒｅの事業譲受
Ｈ27.08 クレイトンダイナミク㈱

を子会社へ

主なポイント
0

200

2 000

3,000 

4,000 

決算月を９月へ変更
持株会社体制へ移行

Ｈ26.04 同社を持分適用会社へ

‐400

‐200

0 

1,000 

2,000 

平成24年
3月期

平成24年
9月期

平成25年
9月期

平成26年
9月期

平成27年
9月期

平成28年
9月期

（進行期）

平成29年
9月期

（予想）

平成30年
9月期

（予想）

コミュニケーション・セールス事業 機械機器製造事業 化粧品卸事業 カラーコンタクトレンズ事業 営業利益
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成 年 成 年 成 年

業績予想(連結）

（単位：百万円）

施策ハイライト

グ プ ジ平成28年
9月期

平成29年
9月期

平成30年
9月期

売上高 4 280 6 000 7 800

✓グループシナジーの活用
グループでの共同企画商品やサービ
スの展開など、シナジーを活かした
営業戦略の展開売上高 4,280 6,000 7,800

営業利益 215 380 600

営業戦略の展開。

✓販売チャネルの検討
グループ会社それぞれがもつ販売

主なポイント

✓売上高

チャネルをグループ間で活用する。

✓WEB、スマホ対応の強化
グル プ全体において課題として認✓売上高

シナジー発揮できる体制を早急に確立し、
グループ会社の持つノウハウや販路を最大
限活用し 売上を最大化していく

グループ全体において課題として認
識している、WEB・スマホ対策を早急
に行う。

限活用し、売上を最大化していく。

✓営業利益

のれん等を償却した後の営業利益で６億円

※平成28年9月期の業績予想（連結）
は平成28年6月14日に当初予想から
上方修正しております。れ 等を償却 後 営業利 億円

を見込む。
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8 000
売上高 800 営業利益

連結数値目標（単位：百万円）

6,000

8,000
カラーコンタクトレ

ンズ事業

化粧品卸事業 400

600

800

2,000

4,000
コミュニケーショ

ン・セールス事業 0

200

平成28年9月期 平成29年9月期 平成30年9月期

0
平成28年9月期 平成29年9月期 平成30年9月期

‐200

経常利益
当期純利益

400

600

800

200

300

400経常利益

0

200

400

平成28年9月期 平成29年9月期 平成30年9月期

0

100

200

平成28年9月期 平成29年9月期 平成30年9月期

‐200
平成28年9月期 平成29年9月期 平成30年9月期 ‐100

平成 年 月期 平成 年 月期 平成 年 月期
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配当政策・優待制度

≪配当金≫

３年以内の復配を目指す

株主優待制度≪株主優待制度≫

10 000円分の株主優待券10,000円分の株主優待券
（5,000円*2枚）

１単元(100株)以上保有の株主対象１単元(100株)以上保有の株主対象

株価：３４３円 （2016.7.4時点）

優待利回り ２９ １％優待利回り ２９．１％
Investor Relations
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株式指標

【 株 価 】 ３４３円
2016/07/04 時点

【 時 価 総 額 】 ２，３９２百万円

【 発 行 済 株 式 総 数 】 ６ ９７３ ４７０株【 発 行 済 株 式 総 数 】 ６，９７３，４７０株

【 Ｐ Ｅ Ｒ ( 株 価 収 益 率 ) 】 (連)２３．５６倍

【ＰＢＲ(株価純資産倍率)】 (連)１．９８倍

【 Ｅ Ｐ Ｓ ( 1 株 利 益 ) 】 (連)１４．５６ （2016/09）

【ＢＰＳ(1株当たり純資産)】 (連)１７３ ５５（2015/09）
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【ＢＰＳ(1株当たり純資産)】 (連)１７３．５５（2015/09）



今後のＩＲに対する姿勢今後のＩＲに対する姿勢

ＩＲを経営の重要課題の一つと考えます。Ⅰ

上場会社としての説明責任を適切に果たしてまいります。Ⅱ

業績に関りなく、常に公正でタイムリーな情報開示に努めます。Ⅲ

すべての利害関係者に対し、公平な情報提供に努めてまいります。Ⅳ

企業認知度の向上を図るとともに、高い信頼関係を築いてまいります。Ⅴ
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フォーシーズホールディングスフォ シ ズホ ルディングス
4Cs Holdings

〒810-0022 福岡市中央区薬院一丁目１番１号 薬院ビジネスガーデン８階
TEL 092-720-5460 FAX 092-720-5421 URL http://www.4cs-holdings.co.jp/
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業績予想 セグメント別の業績
＜参考＞ 化粧品の販売チャネル別市場規模

16 6%5.9%
2.8%

16.6%

12 6%

8.1% 百貨店

ドラックストア

訪問販売

主なポイント

40.5%13 5%

12.6% 訪問販売

通信販売

直接販売

業務用13.5% 業務用

その他

2014年化粧品市場規模 ２兆３ ３０５億円
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2014年化粧品市場規模 ２兆３，３０５億円

（出典：矢野経済研究所）



業績予想 セグメント別の業績
＜参考＞ 化粧品総市場と流通別市場の伸長率推移

106 106.3 106.7 107.1 107.4 107.6108 

110 

103.3
104.7

106

102.8 103.1 103.3 103.5 103.8 103.9 104.1
104 

106 

主なポイント
100 100.2

101.5 101.9 102.2 102.4 102.6 102.8 103

100

101.6

100 100.1
101.3

100 

102 

99.3

96 

98 

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年
（予測）

2016年
（予測）

2017年
（予測）

2018年
（予測）

2019年
（予測）

※2010年度を100とした時の指数。2015年度以降は予測値。

化粧品総市場 通販品流通市場 一般品流通市場（量販店、ドラックストア等）
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